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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第１四半期
累計期間

第64期
第１四半期
累計期間

第63期

会計期間

自平成25年
 ４月１日
至平成25年
 ６月30日

自平成26年
 ４月１日
至平成26年
 ６月30日

自平成25年
 ４月１日
至平成26年
 ３月31日

売上高（千円） 1,513,265 1,635,172 6,876,179

経常利益（千円） 156,492 144,436 728,812

四半期(当期)純利益（千円） 95,747 91,861 440,067

持分法を適用した場合の投資利益
又は投資損失（△）（千円）

32,616 △16,498 2,304

資本金（千円） 715,000 715,000 715,000

発行済株式総数（千株） 6,000 6,000 6,000

純資産額（千円） 3,061,901 3,404,313 3,412,837

総資産額（千円） 5,583,608 6,337,259 6,412,312

１株当たり四半期(当期)純利益金
額（円）

15.96 15.32 73.37

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額（円）

― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 10

自己資本比率（％） 54.8 53.7 53.2

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

193,013 166,422 627,974

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△87,254 △142,567 △707,727

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△9,531 △53,448 141,824

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

498,167 434,201 465,641
 

(注) 1. 売上高には、消費税等を含んでおりません。

2. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

3. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

4. 四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間における当社を取り巻く環境は、消費増税前の駆け込み需要に伴う一定の反動減はあった

ものの、政治主導による経済政策を背景として景気全体の流れは底堅く推移いたしました。

この様な経済環境の中で、当社の売上高は、前年同期比121,907千円増収の1,635,172千円(前年同期比8.1%増)と

なりました。

利益面におきましては、営業利益は前年同期比6,425千円増益の138,101千円(前年同期比4.9%増)、経常利益は前

年同期比12,056千円減益の144,436千円(前年同期比7.7%減)、四半期純利益は前年同期比3,886千円減益の91,861千

円(前年同期比4.1%減)となりました。

部門別の売上高状況は、次のとおりであります。

電装品用部品が前年同期比63,485千円増収(前年同期比8.5%増)の808,362千円、ブレーキ用部品が前年同期比

49,341千円増収(前年同期比7.0%増)の755,081千円、その他応用機器等が前年同期比9,081千円増収(前年同期比

14.5%増)の71,728千円となっております。

(当社は単一の事業セグメントにより構成されているため、業績の状況についてセグメントに関連付けて記すこと

はしておりません。)

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前事業年度末に比べ

31,440千円減少(6.8%減)の434,201千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比26,591千円減少(13.8%減)の

166,422千円となりました。

これは主に、未払金の減少によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、前年同期比55,312千円増加(63.4%増)の

142,567千円となりました。

これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期累計期間において、財務活動の結果支出した資金は、前年同期比43,916千円増加(460.7%増)の

53,448千円となりました。

これは主に、長期借入金の返済と配当金の支払によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、18,486千円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 6,000,000 6,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成26年4月1日～
平成26年6月30日

― 6,000,000 ― 715,000 ― 677,955
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

2,000
―

単元株式数
1,000 株

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,995,000
5,995 同　上

単元未満株式
普通株式

3,000
― ―

発行済株式総数 6,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 5,995 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社タツミ
栃木県足利市南大町

４４３番地
2,000 ― 2,000 0.03

計 ― 2,000 ― 2,000 0.03
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。以下、「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表に

ついて、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいも

のとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 483,141 459,201

  受取手形及び売掛金 1,568,652 1,452,980

  電子記録債権 242,280 274,637

  商品及び製品 72,203 75,919

  仕掛品 249,899 248,001

  原材料及び貯蔵品 144,775 175,844

  前払費用 3,907 2,912

  繰延税金資産 129,804 129,804

  未収入金 491,237 501,156

  その他 6,795 8,296

  流動資産合計 3,392,697 3,328,753

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 1,990,853 1,992,266

    減価償却累計額 △1,424,193 △1,438,084

    建物（純額） 566,659 554,181

   構築物 161,405 161,700

    減価償却累計額 △124,594 △125,471

    構築物（純額） 36,810 36,229

   機械及び装置 3,957,386 4,012,667

    減価償却累計額 △3,200,180 △3,246,934

    機械及び装置（純額） 757,206 765,733

   車両運搬具 10,666 10,666

    減価償却累計額 △10,235 △10,272

    車両運搬具（純額） 430 393

   工具、器具及び備品 292,944 304,049

    減価償却累計額 △262,780 △267,369

    工具、器具及び備品（純額） 30,163 36,679

   土地 40,361 40,361

   建設仮勘定 81,864 138,565

   有形固定資産合計 1,513,496 1,572,144

  無形固定資産   

   借地権 4,892 4,892

   ソフトウエア 2,269 2,122

   その他 847 847

   無形固定資産合計 8,009 7,862
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

  投資その他の資産   

   投資有価証券 122,840 123,509

   関係会社株式 953,996 953,996

   事業保険 19,151 19,365

   長期未収入金 162,432 151,440

   前払年金費用 224,135 164,951

   その他 15,553 15,236

   投資その他の資産合計 1,498,108 1,428,499

  固定資産合計 3,019,614 3,008,506

 資産合計 6,412,312 6,337,259

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 200,903 236,308

  短期借入金 625,000 660,000

  1年内返済予定の長期借入金 130,540 105,540

  未払金及び未払費用 1,429,118 1,446,245

  未払法人税等 233,339 55,015

  賞与引当金 153,775 232,275

  その他 6,675 17,198

  流動負債合計 2,779,352 2,752,583

 固定負債   

  長期借入金 109,280 101,645

  長期未払金 19,570 9,570

  繰延税金負債 91,272 69,147

  固定負債合計 220,122 180,362

 負債合計 2,999,474 2,932,946

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 715,000 715,000

  資本剰余金 677,955 677,955

  利益剰余金 1,990,599 1,981,662

  自己株式 △916 △916

  株主資本合計 3,382,637 3,373,700

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 30,200 30,612

  評価・換算差額等合計 30,200 30,612

 純資産合計 3,412,837 3,404,313

負債純資産合計 6,412,312 6,337,259
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高   

 製品売上高 1,491,477 1,602,304

 設備売上高 21,787 32,868

 売上高合計 1,513,265 1,635,172

売上原価   

 製品売上原価 1,250,227 1,331,705

 設備売上原価 17,175 28,528

 売上原価合計 1,267,403 1,360,233

売上総利益 245,862 274,939

販売費及び一般管理費 114,187 136,838

営業利益 131,675 138,101

営業外収益   

 受取利息 883 826

 受取配当金 2,399 2,561

 為替差益 21,552 -

 受取イニシャルフィ - 4,050

 製造提携先技術指導料 353 2,185

 補助金収入 - 8,828

 その他 1,256 2,782

 営業外収益合計 26,445 21,235

営業外費用   

 支払利息 1,627 1,723

 為替差損 - 13,176

 その他 1 -

 営業外費用合計 1,628 14,899

経常利益 156,492 144,436

特別利益   

 固定資産売却益 849 -

 特別利益合計 849 -

特別損失   

 固定資産除却損 13 40

 減損損失 133 -

 特別損失合計 147 40

税引前四半期純利益 157,194 144,396

法人税等 61,447 52,534

四半期純利益 95,747 91,861
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 157,194 144,396

 減価償却費 61,227 66,595

 有形固定資産除却損 13 40

 減損損失 133 -

 賞与引当金の増減額（△は減少） 75,000 78,499

 前払年金費用の増減額（△は増加） △5,317 18,360

 受取利息及び受取配当金 △3,283 △3,388

 支払利息 1,627 1,723

 為替差損益（△は益） △416 1,847

 有形固定資産売却損益（△は益） △849 -

 売上債権の増減額（△は増加） △36,656 84,309

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,509 △32,886

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △12,222 △397

 仕入債務の増減額（△は減少） 5,564 35,404

 未払金の増減額（△は減少） 83,464 △11,216

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 7,501 8,652

 小計 338,488 391,939

 利息及び配当金の受取額 3,286 3,387

 利息の支払額 △1,378 △1,795

 法人税等の支払額 △147,382 △227,108

 営業活動によるキャッシュ・フロー 193,013 166,422

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △84,929 △135,140

 投資有価証券の取得による支出 △30 △29

 無形固定資産の取得による支出 △2,400 -

 定期預金の預入による支出 - △7,500

 投資その他の資産の増減額（△は増加） 105 102

 投資活動によるキャッシュ・フロー △87,254 △142,567

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 65,000 35,000

 長期借入金の返済による支出 △29,810 △32,635

 配当金の支払額 △44,721 △55,813

 財務活動によるキャッシュ・フロー △9,531 △53,448

現金及び現金同等物に係る換算差額 416 △1,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 96,643 △31,440

現金及び現金同等物の期首残高 401,524 465,641

現金及び現金同等物の四半期末残高 注  498,167 注  434,201
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期会計期間の期首の前払年金費用が63,173千円減少し、利益剰余金が40,823千円減少して

おります。また、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微でありま

す。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(四半期貸借対照表関係)

１ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

当座貸越極度額 1,200,000千円 1,200,000千円

借入実行残高 625,000 660,000

 差引額 575,000 540,000
 

　

(四半期損益計算書関係)

前第１四半期累計期間(自　平成25年４月１日 至　平成25年６月30日)

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自　平成26年４月１日 至　平成26年６月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

注 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

現金及び預金勘定 498,167千円 459,201千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― △25,000

現金及び現金同等物 498,167 434,201
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

配当金支払額

(決　議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月８日
取締役会

普通株式 47,985千円 8円 平成25年３月31日 平成25年６月５日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

配当金支払額

(決　議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月７日
取締役会

普通株式 59,975千円 10円 平成26年３月31日 平成26年６月４日 利益剰余金
 

 

(持分法損益等)

 　

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

関連会社に対する投資の金額(千円) 653,063 653,063

持分法を適用した場合の投資の金額(千円) 333,728 325,458
 

 　

 
前第１四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失
（△）の金額(千円)

32,616 △16,498
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、記載しておりません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15円96銭 15円32銭

 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 95,747 91,861

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 95,747 91,861

   普通株式の期中平均株式数(株) 5,998,213 5,997,516
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成26年５月７日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ) 配当金の総額…………59,975千円

(ロ) １株当たりの金額………………………………10円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成26年６月４日

(注) 平成26年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

株式会社タツミ

取締役会  御中

新宿監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   壬   生   米   秋   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   末   益   弘   幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タツミ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第64期事業年度の第１四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タツミの平成26年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社タツミ(E02230)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

